
　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
市
長
の
就
任
、
地
下
鉄
東
西

線
の
工
事
施
工
認
可
な
ど
市
政
の
新
た
な
展

開
が
あ
り
、
ま
た
、
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
の
プ

ロ
野
球
参
入
な
ど
で
仙
台
は
全
国
の
注
目
を

集
め
ま
し
た
。
一
方
、
八
月
に
は
宮
城
県
沖

を
震
源
地
と
す
る
地
震
に
よ
り
、 「 

ス  

ポ 

パ

ー
ク
松
森
」
の
天
井
落
下
事
故
が
発
生
し
、

今
後
の
防
災
対
策
や
危
機
管
理
の
重
要
性
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
は
児
童
の
登
下
校
時
の

安
全
問
題
や
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
強
度
偽
造
問

題
な
ど
社
会
を
揺
る
が
す
大
き
な
問
題
が
発

生
し
て
お
り
、
国
・
地
方
と
も
新
た
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
議
会
で
は
、

こ
の
よ
う
な
変
化
の
激
し
い
社
会
状
況
の
中
、

今
後
と
も
市
政
の
諸
課
題
に
対
し
、
的
確
か

つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
対
応
す
べ
く
、
活
発
な
議

論
を
行
い
議
員
一
人
ひ
と
り
が
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
率
直
な
ご
意
見

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

し
つ
つ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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採
決
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質
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会
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等
賛
否
一
覧
表

子
ど
も
議
会
参
加
団
体
募
集

請
願

用
語
解
説

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

編
集
後
記

常
任
委
員
会
審
議
の
概
要

代
表
質
疑

議
案
の
紹
介

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

第
一
回
臨
時
会
の
概
要

定
例
会
会
期
日
程

４
面

３
面
２
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面

２
面

１
面
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次
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次

定
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会
会
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日
程

定
例
会
会
期
日
程

第
一
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臨
時
会
の
概
要

第
一
回
臨
時
会
の
概
要

　

平
成
十
七
年
第
一
回
臨
時
会
が
、

十
一
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
の

二
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
、
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
（
第
百
三
十
三

号
議
案
）
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
人
事
委
員
会
の
市
議

会
及
び
市
長
に
対
す
る
職
員
の
給

与
に
関
す
る
報
告
及
び
勧
告
並
び

に
国
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
の

給
与
の
改
定
措
置
等
を
考
慮
し
、

職
員
の
給
料
、
初
任
給
調
整
手
当

及
び
扶
養
手
当
の
額
並
び
に
勤
勉

手
当
の
支
給
割
合
を
改
定
す
る
も

の
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　今号は、１面で「仙台市彫刻のあるまちづくり事業」により設置された市内の彫刻をご紹介するシリーズの第３回です。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

作　品　名　　『旅人（羊飼い）』

作　家　名　　池田　宗弘

設 置 場 所　　榴岡公園 (宮城野区 )

設置年月日　　平成９年７月３日

作　品　名　　『晴朗な日』

作　家　名　　黒川　晃彦

設 置 場 所　　七北田公園 (泉区 )

設置年月日　　平成３年４月２６日

　彫刻のあるまちづくり事業の第14

作品目で、サクソフォーンを吹く男

性、鳥をもつ少女、そして猫がベン

チに座っている楽しい作品です。

　事業第20作品目で、羊飼いが荒野

で生まれた小羊を背中の袋に入れて

保護しつつ、相棒の犬と共に木陰で休

んでいるところが表現されています。
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